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   Ｃ０８Ｆ   8/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 226/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 222/02     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   8/48    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 226/02    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 222/02    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月11日(2011.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところで、重合反応後の不純物であるカチオンモノマー等の除去には、蒸留留去法、ま
た、イオン交換膜電気透析法を用いることが知られているが、本発明者らの検討によると
、カチオンモノマーがジアリルジアルキルアンモニウム塩の場合、不揮発性の４級塩であ
るため、通常のモノマーに比べて除去されにくいという問題があった。そこで、重合開始
剤を多量に用いて残存モノマーを少なくすることを検討したが、今度は、微量の残存重合
開始剤が種々の用途の性能に悪影響を及ぼすことがあり、新たな問題となることがあった
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
比較例１ 開始剤の分解処理を行わないジアリルジメチルアンモニウムクロリドとマレイ
ン酸との１：１共重合体の製造例
　重合終了後の開始剤の分解処理を実施しない以外は全て実施例１と同様にして、ジアリ
ルジメチルアンモニウムクロリドとマレイン酸との１：１共重合体を製造した。残存過酸
化物イオンとして前記半定量イオン試験法により簡易測定し、固体換算で１５０ｐｐｍで
あることを確認した。
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